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別紙様式            

提   案   書 

 

平成２６年７月３０日  

（あて先） 

 埼玉県教育局教育総務部教育政策課長 

 

                   
 

所 属：川越市立高階西中学校 

 

職 ・ 氏 名：教諭・須田 浩明 
 

連絡先の電話番号：049-244-6740 

 

埼玉県教育委員会教職員提案制度募集要項に基づき、次のとおり提案します。  

タイトル： 家庭学習ノート～毎日提出して学力アップを目指そう～ 

実践事例の要旨：全校生徒が家庭学習（教科は問わない）を大学ノート１ページ

以上行い、次の日の朝の会で提出する。毎日忘れずに提出した

生徒、工夫したノートを作成した生徒には賞状を出し、意欲的

に家庭学習に取り組ませることで学力アップを目指す。 

実践に至った背景：数年前、本校は学校全体が落ち着かず授業もなかなか成立し

ない状態にあった。生活面の立て直しと共に、確かな学力の

定着が大きな課題であった。そのため、週末に５教科の課題

プリントを配布し、週の始めに提出するという取り組みを始

めた。その取り組みがある程度定着した平成２３年度から、

自分で工夫して家庭学習が行えるようにという主旨で現在の

形になり、毎年反省と改善を重ねている。 

実践のねらい及び内容： 

【ねらい】 

家庭学習を工夫してノート１ページ以上行うことにより、家庭学習を習慣化 

し、学力の向上を図る。 

【内容】 

① 大学ノート１ページ以上に家庭学習（教科は問わない）を行い次の日の朝

の会で提出する 

② 学年職員で手分けして、帰りの会までにノートを点検し、コメント等を書

く。 

・１週間忘れずに提出できた生徒は、週予定表の裏に氏名を掲載する。 

・１ヶ月間忘れずに提出できた生徒は、「完璧提出賞」という賞状を翌月の学

年朝会で渡し表彰する。また、学年通信にも掲載し、保護者にも知らせる。 

・１年間忘れずに提出できた生徒は、「年間完璧提出賞」という賞状を学年末

の学年集会で渡し表彰する。 

・他の手本となるようなノートを作成した生徒には「ベストノート賞」という

賞状を渡す。 

・年度末に「家庭学習ナビ」という冊子を作り、年度初めに、それを使い学年
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集会等で家庭学習について指導する。「家庭学習ナビ」の内容は、家庭学習

によく取り組んだ生徒から他の生徒へのアドバイス（資料１参照）、各教科

の勉強方法（資料２参照）、教員からのアドバイス（資料３参照）、工夫さ

れたノートのコピー（資料４参照）などである。 

・保護者会、学校だより、学年通信などあらゆる機会を利用し保護者にも家庭

学習の必要性を訴えていく。 

実践の成果や効果：・毎日家庭学習を行う習慣がついた生徒が増えた。昨年度、

月間完璧提出賞を受賞する生徒が７５％～８０％、年間完

璧提出賞を受賞する生徒が５０％程度であった。 

         ・家庭学習ノートの提出率がいい生徒ほど、定期テストの得

点の伸びが見られた。 

         ・保護者会、学年通信等で保護者の啓蒙を行った結果、家庭

学習の必要性を理解する保護者が増えた。 

実践期間：  平成２３年４月～今年度も実践中 

実践事例のセールスポイント：・課題を指定しないため、自分で必要な学習を考

える習慣がつく。 

              ・ノートを自由に使うため、工夫して学力アップ

に効果があるノートを作ろうとする。 

              ・学年の初めに「家庭学習ナビ」を使い指導する

ことで、１年生でもスムーズに取り組み始めら

れる。 

              ・プリント等の準備がいらないため、教員への負

担はそれほどかからない。 

＜実践事例を他校でも活用できる方策等＞ 

＊他校で導入する際のポイント：最初は、何を勉強して何をノートに書けば良い

かわからないという生徒が多数出る。本校では、そういう生徒にはその日に授業

で書いたノートをもう一度視写させることから始めた。毎月、工夫されたノート

を廊下に掲示していくことによって、ノートの質は向上していく。 

＊失敗しないための秘訣：家庭学習ノートは、朝提出し帰りまでには返却しなく

てはならないので、学年職員全員で協力して点検とコ

メントを書くようにする。担任が一人で抱えてしまう

と一年間継続することは困難になると思われる。 

＊こうすれば自校よりも高い効果が得られるという方策：本校も２年目の取り組

みから「完璧提出賞」を導入し、３年目の取り組みから「ベストノート賞」を導

入し、４年目の取り組みから「週間完璧提出賞」を導入してきた。来年度は、１

ヶ月ごとに自己評価を行わせ、その反省を翌月に生かしていこうと考えている。

余裕があれば、他校でも定期的な自己評価（振り返り）を行うと、高い効果が得

られる可能性がある。 

＊その他： 

公的支援（予算措置や教職員の加配等）への要望 実践元の所属長確認 

動画や写真の使用許可 
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資料１ 
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資料２ 
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資料３ 
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資料４ 

 


